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Dockerとは

 Docker社が開発するコンテナのアプリケーション実行環境を管理するOSS

 アプリケーション動作環境をパッケージング（Dockerイメージ）し、プロセス（コンテ
ナ）として動作させる

 WindowsのLinuxカーネルにはWSL2（Windows Subsystem for Linux）を利用している
 サーバーアプリケーション向け（Webサイト、API、メッセージングソリューション）

 ネットを調べると、Dockerコンテナ内のGUIアプリケーションも別アプリインストール等で動かせ
るようです。

 Dockerイメージを共有することにより、複数台に同一環境を構築できる
 DockerHubでイメージの共有が可能
 Dockerfileで構成を記述可能

 インフラ構成をプログラムで記載することが可能になる



Dockerとは

コンテナ技術
 OS上に複数のコンテナ（箱）を設け、アプリケーションをそれぞれのコンテナで
動作させる

 必要な要素は下記となっている
 コンテナ管理ソフトウェア（コンテナ動作の管理）
 コンテナイメージ（コンテナの元データ）
 コンテナ

OS

コンテナ管理ソフトウェア

コンテナ コンテナ コンテナ

・アプリケーション実行環境はコンテナにまとめ
られている
・それぞれのコンテナは独立して動作する



Dockerとは

仮想マシンは、物理ハードウェアの抽象化。

それぞれにの仮想マシンに、オペレーティングシステム、
アプリケーション、必要なバイナリ、およびライブラリの
完全なコピーが含まれている（数十G）。

仮想マシン

出典:https://www.docker.com/resources/what-container/



Dockerとは

OSカーネルは、複数のコンテナと共有する。

ハードウェアとOSを共有し、コンテナを動かすためのエンジン。
アプリケーション本体と、実行環境を1つのDockerイメージにま
とめる。

Dockerイメージにすることにより、1つのインフラ上で複
数のアプリケーションを実行することができる。
各アプリケーションは分離プロセスとして実行されるため、
仮想マシンより占有スペースが少ない（通常数十M）。

Docker

出典:https://www.docker.com/resources/what-container/



Dockerとは

Dockerは、レイヤー構造となっている。

コンテナレイヤー。
読み書き可能なレイヤー。
コンテナの変更はこのレイヤーに保存される。

イメージレイヤー。
読み取り専用なレイヤー。
複数のコンテナで読み取り専用レイヤーを共有することに
より、コンテナサイズを削減している。

Docker
イメージ

Docker
コンテナ①

Docker
コンテナ①

Dockerコンテナ①と②は、
イメージレイヤーは共有しているが、コンテナレイヤーは
別になっている。



Dockerとは

レイヤー構造を実現するために、デフォルトではOverlay2というストレージドライ
バを採用している。

 1つのホスト上に複数ディレクトリが存在し、互いに積み重なって1つの結合された状態
に見える。

 上記を実現させるため、ユニオン・マウント（Union mount）を利用する。

出典:https://docs.docker.com/storage/storagedriver/overlayfs-driver/



Dockerとは

ファイルの編集・削除

ファイルを編集する場合、下層のレイ
ヤーから同名ファイルをコピー、編集
する。

ファイルを削除する場合、ホワイトア
ウトファイルを配置し、あたかもファ
イルが削除されたかのように見せる。

出典:https://docs.docker.jp/engine/userguide/storagedriver/aufs-driver.html



Dockerとは
Docker Daemon:
DockerAPIリクエストをリッスンし、イメージ、
コンテナ、ネットワーク、ボリュームなどの
Dockerオブジェクトを管理。

Docker Registory:
Dockerイメージを保存する。
DockerHub。

Image:
Dockerコンテナ作成用の読み取り専用テ
ンプレート（スナップショット）。
Dockerfileを利用して構築可能。

Containers:
Imageの実行可能なインスタンス。

Client:
Dockerと対話する方法。
DockerAPI。

出典:https://docs.docker.com/get-started/overview/



Dockerとは

Dockerについては、一定の要件を満たせば無料で利用できるが、左記以外の場合は
有償になる。

出典:https://www.docker.com/pricing/



Hello World

下記の手順で、DockerのHelloWorldを行う。

1. Dockerイメージをローカルにダウンロードする
 docker pullコマンドでイメージをDockerHubから取得する

2. Dockerイメージからコンテナを起動する
 docker runコマンドで1で取得したイメージからコンテナを起動する

3. コンテナに対して操作を行います
 docker execコマンドで2で起動したコンテナに対して操作（今回はHelloWorldの表
示）を行う



Hello World

①．docker pullコマンドで、DockerHubからUbuntu
のDockerイメージを取得する。

②．docker runコマンドで、①で取得したイメージからコ
ンテナを起動する。
コンテナ名は「test」。

③．docker execコマンドで、②で起動したコンテナに対して、
「echo ‘Hello World’」というコマンドを実行し、結果を表示する。



ご清聴ありがとうございました


